
 

「インスペクション EYE for インフラ」のサービスイメージ図 表彰式（2 月 1 日）の様子 

キヤノンの環境の取り組みが、「第 19 回 LCA 日本フォーラム表彰」において「奨励賞」を受賞しました。今回キヤノンが

受賞した活動は、画像処理や AI を活用した、橋梁やトンネルなどの社会インフラ構造物の点検サービス「インスペク

ション EYE for インフラ」利用時における、CO2 削減効果を定量的に算出した取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

1. 「LCA 日本フォーラム表彰」とは 

ライフサイクルアセスメント（LCA※1）に関わる、産業界・学界・国公立研究機関の関係者が集うプラットフォームである

「LCA 日本フォーラム」が 2004 年に創設した表彰制度です。「製品のライフサイクルから環境負荷削減に取り組む企業、

組織、研究者を応援する」ことを目的として、優れた取り組みを顕彰しています。 

2. キヤノンが受賞した活動について 

今回キヤノンは、「インスペクション EYE for インフラ」を事例として、お客さまが製品やサービスを利用することによる CO2

排出量削減への貢献を定量的に算定することに取り組みました。本サービスは、キヤノンの豊富なカメラ・レンズ群による

高精細画像の撮影、独自の画像処理技術、撮影したインフラ構造物の画像から変状（ひび割れなど）を検知する AI

技術を融合させた、画像ベースの点検サービスです。本事例では、橋梁点検車を使用した近接目視点検※2 から、

カメラ・レンズを使用した画像点検への切り替えによる、CO2 削減効果が見込めると算定しています。今回の受賞に

際しては、CO2 排出量削減への貢献を算定する先進的な取り組みであること、今後多くの分野への波及効果が期待

できることなどが評価されました。 

3. キヤノンの環境への取り組みについて 

キヤノンは、製品ライフサイクル※3 を通じた CO2 排出量を 2050 年にネットゼロとすることを目指しています。これまでの

実績として、「ライフサイクル CO2 製品 1 台当たりの改善指数 年平均 3%改善」の目標に対し、年平均 4.3%改善、

累計では 42%の改善を達成しています（2008 年～2021 年実績）。今後も LCA を活用し、CO2 排出量の削減や

CO2 削減効果の見える化に取り組むことで、社会全体の CO2 削減に貢献していきます。 

 

 Life Cycle Assessment の略。ライフサイクルアセスメントとは、原材料調達から、生産、流通、使用・維持管理、廃棄・リサイクルなど製品のライフ

サイクル全般を通して環境影響を定量的、客観的に評価する手法。 

 肉眼により部材の変状等の状態を把握し評価が行える距離まで接近して目視を行うことを想定。（平成 26 年 6 月 国土交通省道路局「道路橋

定期点検要領」） 

 事業活動に伴って発生する温室効果ガス排出量（サプライチェーン排出量）を構成する、スコープ 1：直接排出（都市ガス、LPG、軽油、灯油、

非エネルギー系温室効果ガスなど）、スコープ 2：間接排出（電気、蒸気など）、 スコープ 3：サプライチェーンでの排出（購入した物品・サービス、

輸送・流通、 販売した製品の使用）。 
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キヤノン株式会社 

CO2 削減効果を見える化したキヤノンの取り組みが 

「第 19 回 LCA 日本フォーラム表彰」において「奨励賞」を受賞 

 キヤノンにおける LCA の活用（環境ホームページ） 

 「インスペクション EYE for インフラ」ホームページ  

：global.canon/ja/environment/lca 

：canon.jp/business/solution/inspection-eye 

 


